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有機系電子材料デバイス、
太陽電池
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脳情報専攻
Department of Brain Science and Engineering

『脳を知る研究』、
『脳機能をかたちにする・使う』研究。

脳情報専攻では、人類最後のフロンティアと言われる「脳」の情
報処理機能を解明し、それを工学的に応用する『脳情報工学』の
確立を目指して、高次脳機能、神経生理学、ニューラルネットワーク
モデル、脳型デバイス、ロボティクスの研究者が協力して、分野横
断的な研究教育を進めています。 脳情報工学により、子供や高齢
者にも優しい人間親和性の高いコンピュータやロボットを作り出
し、テクノストレスフリーな社会を作りたいと考えています。
本専攻では、脳情報工学の研究者育成とともに、企業でリー
ディングエンジニアとして活躍でき、『脳』が分かる情報・電子・シス
テム技術者を養成します。

脳情報工学

Neural Computation

Brain-Inspired Information Technology

Brain Science
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脳情報専攻  教員紹介

教授 博士（薬学）

夏目 季代久

神経情報処理講座 神経リズム現象の発生過程と記憶学習との関連

■ 概要

神経リズム現象の発生過程を実験的,計算論的に
明らかにし、記憶学習との関連を探る.またヒト脳
波を用いたブレインマシンインターフェースの研究
を行っている.

natume@brain.kyutech.ac.jpＥメール http://www.brain.kyutech.ac.jp/~natumeＵＲＬ

神経リズム回路とBCI
研究分野 ■ キーワード ・海馬スライス

・ブレインマシン
  インターフェース
・英語学習
・ゲーム

・神経リズム現象
・脳波
・θ波
・サーカディアンリズム

教授 薬学博士

吉井 清哲

神経情報処理講座 味覚器の構造と機能

■ 概要

味物質を検出する細胞集団の構造と機能の関係
を生理学的、薬理学的、分子生物学的手法で調
べ、味情報処理機構を解明し、動作原理を利用し
た味覚センサを開発する。

yoshii@brain.kyutech.ac.jpＥメール http://www.brain.kyutech.ac.jp/~yoshiiＵＲＬ

脳型信号検出
研究分野 ■ キーワード

・細胞ネットワーク
・イオンチャネル
・神経伝達物質受容体
・Gタンパク質

・味覚センサー
・舌
・神経生理学
・神経薬理学

准教授 博士（情報工学）

大坪 義孝

神経情報処理講座 感覚情報の細胞内伝達・処理機構

■ 概要

感覚情報処理の分子機構を研究し、感覚器の特徴
を利用した新しい信号処理システムの開発を行う。

otsubo@brain.kyutech.ac.jpＥメール http://www.brain.kyutech.ac.jp/~otsuboＵＲＬ

動的神経分子ネットワーク
研究分野 ■ キーワード

・活動電位
・共焦点レーザー顕微鏡
・情報伝達

・パッチクランプ
・Ｃａイメージング
・免疫染色法
・単一細胞のRT-PCR

准教授 博士（情報工学）

立野 勝巳

神経情報処理講座 神経回路の情報符号化、および神経細胞の非線形特性の解析

■ 概要

脳の情報符号化方式の解明と脳型情報処理シス
テムへの応用。味覚や電気感覚に関する情報処
理機構の解明。

tateno@brain.kyutech.ac.jpＥメール http://www.brain.kyutech.ac.jp/~tatenoＵＲＬ

数理神経回路
研究分野 ■ キーワード

・味覚
・化学センサ
・電気受容器

・ニューラルコーディング
・ニューロカオス
・記憶

教授 工学博士

石井 和男

神経情報処理講座 フィールドで活躍する移動ロボットの開発と知能化

■ 概要

屋外環境や不整地,水中等の様々なフィールドで
行動するロボットの設計・開発、外環境認識や自
己位置同定技術の開発、ロボットの知能化

ishii@brain.kyutech.ac.jpＥメール http://www.brain.kyutech.ac.jp/~ishiiＵＲＬ

運動制御システム
研究分野 ■ キーワード

・運動制御システム
・ニューラルネットワーク

・不整地走行ロボット
・水中ロボット
・全方位移動ロボット

教授 保健学博士

ジァン・ドゥーソッブ

神経情報処理講座 チームマネジメント・健康資源マネジメント

■ 概要

チームワーク尺度開発・調査・介入研究、健康状
態分類に関する研究、産業保健企画・介入研究、
教育評価

jahng@brain.kyutech.ac.jpＥメール http://www.brain.kyutech.ac.jp/~jahngＵＲＬ

チームマネジメント
研究分野 ■ キーワード

・予定管理
・産業保健マーケティング
・健康認識
・健康状況分類

・コミュニケーション
・チームワーク尺度
・目標管理
・指示報告
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「知」と「技」が集結するこのフィールドで、新しい可能性を創造するキャンパス。

キャンパスはアジアの中核的な学術研究拠点をめざす「北九州学術研究都市」。

北九州市立大学、早稲田大学をはじめとする多数の大学や
研究機関、企業が集積しています。
施設の共同利用や、産学連携による研究の促進など、充実し
た教育研究環境が整っています。

北九州学術研究都市全景 会議場学術情報センター（図書室）

１階ロビー

7階展望室

談話室

九州工業大学大学院

生命体工学研究科

Campus
L I F E

キャンパスライフ

研究棟内の充実した設備で、思う存分研究生活に浸れます。
また、ロビーや談話室でリフレッシュ、他分野の学生との交流の
場にもなります。
キャンパスライフは研究だけではありません。
体育館、グラウンド、テニスコートなどで体を鍛えたり、ソフト
ボール大会や運動会に参加して爽やかな風を感じましょう。



20

国際大学交流セミナー

在校生からのメッセージ

「知」と「技」が集結するこのフィールドで、新しい可能性を創造するキャンパス。

　本学は現在23ヶ国、72機関との間で大学間・学部
間及び研究科間協定を締結し、海外の大学との国際
交流を積極的に推進しているところです。
　平成17年9月には、（独）日本学生支援機構との共
催で国際大学交流セミナー（ASSKIT2005）を開催し
ました。インド工業大学から学生や教員を招いて「先
端科学技術とエネルギー・環境問題」というテーマで
研究発表や討論を行い、大変有意義な国際教育交流
の場となりました。加えて、研修所での共同生活を通
し、参加者間の人的交流を深めることもでき、大きな成
果をあげることができました。
　現在、大学全体で27ヶ国、218名の外国人留学生
が在学しており、今後ますます諸外国の大学との国際
交流が盛んになると期待されています。

国際交流

生体機能専攻 博士前期課程
佐藤 大輔

近年、脳科学という分野は少しずつ身近になってきています。しかし、大学院で具体的に
何を学べば良いのか、何が出来るのかと不安に思う方も多いのではないでしょうか。脳情報
専攻では、脳科学や情報工学、生物学などの幅広い基礎知識を習得し、そのうえで脳やコ
ンピュータ、ロボットなど様 な々分野の研究を行うことができます。脳情報専攻へ進学するこ
とは、これまでに身につけた専門知識を生かし、新しいテーマに挑戦するとても良い機会と
言えるでしょう。

私は高専専攻科から脳情報専攻に進学しました。脳情報専攻には、他大学や高専専攻
科からも多くの学生が進学しており、留学生も数多く在籍しています。そのため、出身を問わ
ず幅広い交友関係を築けることも魅力の一つです。また、他研究室との交流や専攻全体で
のイベントも盛んです。日々 の気軽なコミュニケーションの中にも知識やアイデアの発見があ
り、良い刺激を受けながら充実した大学院生活を送ることが出来ます。

複雑な「脳」の世界で、新しい分野へチャレンジしてみたい方、知識を深めて多くの発見を
したい方は、脳情報専攻で可能性を拓いてみてはいかがでしょうか。

脳情報専攻 博士前期課程
城島 昂佑

就職セミナー＆企業説明会

国　名 締 結 大 学 名
中国
韓国

スリランカ
タイ
ベトナム
インド
マレーシア
英国
ドイツ
ポーランド

ニュージーランド

復旦大学、大連理工大学
浦項工科大学校
ペラデニア大学
タマサート大学、マヒドル大学、チュラロンコン大学
ベトナム科学技術アカデミー科学研究所
バラナスヒンズー大学
プトラ大学
サウサンプトン大学
フラウンフォーファー研究所
ニコラスコペルニクス大学
オークランド工科大学

国際会議 運動会 主な締結大学

生命体工学研究科には、多彩な出身分野の学生が在籍しています。研究室単位でみて
も、化学系、生物系、情報系など出身分野の全く異なる学生が混在しています。専門分野以
外の知識や技術を習得できる環境に身を置けることが、本研究科の大きな魅力です。

また、本研究科が位置する北九州学術研究都市には多数の大学や企業が集積しており、
様 な々セミナーや講演会などが開催されています。これらを通して、学内だけに限らず学外
の研究者の生の声を聞くことはとてもよい刺激となります。

自分の専門分野をさらに深めたい方はもちろんですが、幅広い分野に触れて研究者とし
ての見識を広げたい方、新たな分野へチャレンジしたい方にも、生命体工学研究科はよい
研究環境を提供できるでしょう。

（数字は平成24年5月現在）
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